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2015年 11月 9日 

 

報道関係各位 

 

11月 14日は世界糖尿病デー 

 ブルーライトアップイベント 日本全国約 190ヶ所で実施 

 

 

世界糖尿病デー実行委員会（一般社団法人日本糖尿病学会・公益社団法人日本糖尿病協会）は、

日本糖尿病対策推進会議と連携して、世界糖尿病デーの 11 月 14 日（土）を中心に国内の著名な

建造物をブルーにライトアップし、糖尿病の正しい知識を啓発するイベントを実施します。 

2006 年 12 月、国連総会において「糖尿病に関する決議」が採択され、同時に、糖尿病治療に

必要なインスリンを発見したバンティング博士（カナダ）の誕生日である 11 月 14 日が「世界糖

尿病デー」として公式に認定されました。 

「Unite for Diabetes～糖尿病に対して団結しよう」をスローガンに、国連決議採択に向けてイ

ニシアチブをとった IDF（国際糖尿病連合）は、世界糖尿病デーを周知するため、全世界の著名

なモニュメントをシンボルカラーであるブルーにライトアップする活動を 2007 年から展開して

います。今年も、世界 80カ国以上、1,000カ所以上のライトアップが行われます。 

IDF の会員である日本糖尿病学会と日本糖尿病協会もこの活動を日本で拡げるべく、毎年この

時期に、糖尿病の啓発行事を集中的に実施してきました。 

ブルーライトアップ 9 年目となる今年も、全都道府県で約 190 か所の有名建造物が青い光に包

まれます。ライトアップの数は今年も過去最多記録を更新し、糖尿病の脅威を市民に伝える機会

として定着してきました。また、今年のブルーライトアップのシンボルの役割を果たすのは、翌

年の日本糖尿病学会年次学術集会（2016年 5月 19-21日／国立京都国際会館他）の開催地である

京都市の東寺五重塔となっています。 

さらに、11月 9日～15日の 1週間は全国糖尿病週間でもあることから、ブルーライトアップイ

ベントだけでなく、各地で無料の血糖測定や健康相談、ウォーキングや講演会なども同時開催し

て、糖尿病患者さんや予備群、一般市民に向けて糖尿病の正しい知識を提供します。 

 

 

 

 

 

 



■世界糖尿病デー関連データ■ 

 

世界の数字（2014年時点） 

 世界の糖尿病人口（成人） ／ 3億 8,700万人 → 2035年には 5億 9,200万人 

  1位中国（9,628万人）、2位インド（6,684万人）、3位アメリカ（2,577万人）、 

4位ブラジル（1,162万人）、5位インドネシア（911万人） ・・・10位日本 

 世界の人口のうち、12人に 1人が糖尿病患者 

 糖尿病を原因とする死亡者数 ／ 490万人/年 →7秒に 1人が糖尿病により死亡 

                 半数が 60歳以下で死亡 

 診断を受けていない患者数 ／ 1億 7900万人・・全世界の患者の 50％ 

 低・中所得国の患者数 ／ 全世界の患者の 77％ 

（出典：IDF Diabetes Atlas 6th Edition 2014 update） 

 

アジア・太平洋地域

1億3780万人
▼

2億180万人

世界の糖尿病人口

2014年 3億8670万人
▼

2035年 5億9190万人

南アジア

7500万人
▼

1億2300万人

ヨーロッパ

5200万人
▼

6890万人

中東・北アフリカ

3680万人
▼

6790万人

アフリカ

2150万人
▼

4150万人

南・中央アメリカ

2480万人
▼

3850万人

北米・中南米

3880万人
▼

5040万人

世界の糖尿病人口(2014年/2035年)

糖尿病の経済的負担 

 2014年 世界における糖尿病医療費 ／ 6120億 USD→成人の医療費全体の 11％を占める 

 

西太平洋地区の数字（2014年時点） 

 西太平洋地区（アジア、太平洋諸国など 39カ国）の糖尿病人口 ／ 1億 3,780万人 

※世界で最も糖尿病患者の多い地区となっており、2035年には 2億 180万人に増加するなど、

増加傾向も顕著。12人に 1人が糖尿病有病者。 

   1位中国、2位インドネシア、3位日本、4位タイ、5位ベトナム 

 糖尿病を原因とする死亡者数 ／ 182万人 うち、60歳以下は 45％ 

（出典：IDF Diabetes Atlas 6th Edition 2014 update） 

 

 



 

日本の数字 

 糖尿病を強く疑われる人 ／ 約 950万人  

 糖尿病の可能性が否定できない人（予備群） ／ 約 1,100万人 

   ※2007年調査と比較して、患者数は 60万人増加したものの、予備群は 220万人減少。 

 強く疑われる人のうち、治療を受けている人 ／ 男性 65.9％（+9％）、女性 64.3％（+10.2％） 

（出典：2012年国民健康・栄養調査結果（厚生労働省）） 

 

 

その他、国内での PR 

 株式会社ローソンの協力を得て、全国 12,000 店舗の POS レジディスプレイと店内放送にて

啓発情報を発信（11/10～30） 

 全国 11か所の街頭ビジョンにおいて啓発情報を発信（11/8～14） 

 大正富山医薬品株式会社の協力を得て、JR西日本 大阪環状線でラッピング電車（1編成）を 

走行（11/3～15） 

  

■ 関連ウエブサイト■ 

IDF    http://www.idf.org/ 

IDF Diabetes Atlas  http://www.diabetesatlas.org 

世界糖尿病デー実行委員会 http://www.wddj.or.jp/ 

日本糖尿病学会  http://www.jds.or.jp/ 

日本糖尿病協会  http://www.nittokyo.or.jp/ 

日本歯科医師会  http://www.jda.or.jp/ 

日本糖尿病対策推進会議 http://www.med.or.jp/tounyoubyou/index.html 

厚生労働省 国民健康・栄養調査  

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kenkou_eiyou_chousa.html 

 

 

 

※なお、11月 12日に 2015年の最新の数字が IDFから発表されますので、あらためてリリース

をお送りいたします。 

 

 

************************************************************************ 

◇国内ブルーライトアップ、イベントに関するお問い合わせ先◇ 

公益社団法人日本糖尿病協会 事務局  

〒102-0083 東京都千代田区麹町 2-2-4 8F 

TEL ：03-3514-1721  FAX： 03-3514-1725 

E-mail： office@nittokyo.or.jp 

 


